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中症は、適切な予
防をすれば防ぐこ
とができます。
防には、水分補給
と暑さを避けるこ
とが大切です。
止し、被害を減ら
すためにも、高齢
者、障がい者や子どもを、注意深く見
守りましょう。
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小平市オリジナル体操
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　もうひとつのワールドカップとも呼ばれる、ＩＮＡＳ−
ＦＩＤ（国際知的障がい者スポーツ連盟）サッカー世界選
手権大会が、８月１３日（水）から２４日（日）までブラジル
で開催されます。この大会に、市内在住の結城隆さん（１９）
が日本代表として選ばれました。結城さんは、大会に向け
て「これまで支えてくれた家族や先生のためにも、粘り強
いプレーで代表として戦いたい」と意気込みを語りました。

　

毎
日
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
ど
な

た
で
も
簡
単
に
で
き
る
体
操
が
完
成
し
ま

し
た
。
こ
だ
健
体
操
は
、
足
・
腰
の
筋
力

強
化
と
、
全
身
の
バ
ラ
ン
ス
能
力
向
上
を

目
的
に
、「
新
こ
だ
い
ら
音
頭　

ス
ペ
シ

ャ
ル
ダ
ン
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
に
合
わ
せ
て

行
い
ま
す
。

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動

器
症
候
群
）
予
防
に
も
効
果
的
な
、
こ
だ

健
体
操
を
始
め
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し

ま
し
ょ
う
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、
小
平
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
も
配
信
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

怯
こ
だ
い
ら
健
康
体
操
（
こ
だ
健
体
操
）

教
室

　

８
月
か
ら
健
康
セ
ン
タ
ー
で
定
期
的
に

教
室
を
開
設
し
ま
す
。
地
域
の
自
主
グ
ル

ー
プ
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
出
張
教
室
も
行

い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
で
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

と　

き　

８
月　

日
（
火
）　

午
前
９
時

２６

　

分
〜
正
午　

午
前
９
時　

分
受
付

３０

１０

※
隔
月
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

と
こ
ろ　

健
康
セ
ン
タ
ー

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
の
方

内　

容　

こ
だ
健
体
操
、
骨
密
度
測
定
、

足
指
力
測
定
、
体
力
測
定

※
当
日
、
最
高
血
圧
が
百　

粛
Ｈ
ｇ
以
上

６０

ま
た
は
最
低
血
圧
が
百
粛
Ｈ
ｇ
以
上
の
方

は
運
動
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

健
康
手
帳
・
参
加
カ
ー
ド
（
お

持
ち
の
方
）、
水
分
補
給
用
飲
料
、
フ
ェ
イ

ス
タ
オ
ル

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

健
康
セ
ン
タ
ー
緯　
（
３
４
６
）

０４２

３
７
０
１

　

被
爆
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
、
戦

争
や
被
爆
体
験
の
継
承
が
今
、
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
若
い
世
代
を
は
じ
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た

め
、
被
爆
体
験
者
に
経
験
談
を
語
っ
て
い

た
だ
き
、
原
爆
写
真
の
パ
ネ
ル
展
示
と
映

像
資
料
の
上
映
を
行
い
ま
す
。

怯
被
爆
体
験
者
の
話

と　

き　

８
月　

日
（
土
）　

午
後
３
時

１６

〜
４
時　

分
３０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
１
階
視
聴
覚
室

講　

師　

田
中
美
光
さ
ん
（
小
平
市
原
爆

被
爆
者
の
会
会
員
）

※
小
・
中
学
生
広
島
平
和
学
習
へ
の
参
加

者
の
意
見
発
表
と
講
師
と
の
意
見
交
換
も

あ
り
ま
す
。

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

怯
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
パ
ネ

ル
展
示

と　

き　

８
月　

日
（
火
）
〜　

日
（
日
）

１２

１７

　

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（　

日
は
午
後

１０

１７

４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

映
像
資
料　

記
録
映
画
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
原

爆
の
記
録
」、
ア
ニ
メ
「
ヒ
ロ
シ
マ
に
一
番

電
車
が
走
っ
た
」・「
太
陽
を
な
く
し
た

日
」、
証
言
ビ
デ
オ
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
証
言　

被
爆
者
は
語
る
」

資
料
提
供　

広
島
平
和
記
念
資
料
館

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
３
４

 　

先
の
大
戦
に
お
い
て
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
を
悼
み
、
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
念

し
て
戦
没
者
追
悼
式
を
実
施
し
ま
す
。

　

戦
没
者
の
ご
遺
族
を
は
じ
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

８
月　

日
（
土
）　

午
前
９
時

１６

小

平

市

戦
没
者
追
悼
式

　

分
〜　

時　

分

３０

１０

３０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
７

　

第
一
部
の
初
期
消
火
訓
練
、
救
出
救
助

訓
練
、
担
架
搬
送
訓
練
、
り
災
証
明
発
行

訓
練
、炊
き
出
し
訓
練
な
ど
に
加
え
、第
二

部
で
、
福
祉
会
館
に
一
泊
す
る
避
難
生
活

体
験
訓
練
を
行
い
ま
す
。
避
難
生
活
の
困

難
さ
や
不
便
さ
を
体
験
し
て
、
日
頃
か
ら

災
害
に
備
え
る
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

９
月　

日
（
土
）
の
午
後
６
時

２７

か
ら　

日
（
日
）
の
午
前
８
時
ま
で

２８

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
（
学
園
東
町
一
丁
目

　

番　

号
）

１９

１３

募
集
数　
　

世
帯　

人

１０

５０

申
込
み　

８
月　

日
（
金
）
ま
で
に
、
は

２９

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
性
別
を
記

入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

防
災
安
全
課
（
〒　

們
８
７
０

１８７

１　

小
平
市
役
所
）
緯　

（
３
４
６
）
９

０４２

５
１
９

米軍撮影　原爆ドーム　広島平和記念資料館提供

９
月　

日
（
土
）
〜　

日
（
日
）

２７

２８

　

世
界
の
平
和
の
実
現
と
核
兵
器
の
廃

絶
は
、
わ
た
し
た
ち
人
類
共
通
の
願
い

で
す
。

　

し
か
し
、
世
界
で
は
い
ま
だ
戦
争
が

や
ま
ず
、
核
兵
器
は
人
類
の
脅
威
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
世
界
で
唯
一
の
核

兵
器
に
よ
る
被
爆
を
体
験
し
た
国
民
と

し
て
、
そ
の
悲
惨
さ
や
恐
ろ
し
さ
を
全

世
界
に
伝
え
て
い
く
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　

先
人
が
築
い
た
玉
川
上
水
の
清
ら
か

な
せ
せ
ら
ぎ
と
、
緑
豊
か
な
大
地
に
育

ま
れ
た
こ
の
小
平
の
地
を
守
り
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
小
平
市
民

は
、
友
愛
の
心
を
持
ち
、
平
和
の
実
現

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

小
平
市
は
、
戦
後　

周
年
に
あ
た

６０

り
、
す
べ
て
の
国
の
核
兵
器
の
廃
絶
を

求
め
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
、

こ
こ
に
非
核
平
和
都
市
で
あ
る
こ
と
を

宣
言
し
ま
す
。

　

平
成　

年
６
月
７
日　

小
平
市

１７

◆　
　

◆

　

こ
の
宣
言
は
、
平
成　

年
６
月
市
議

１７

会
定
例
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

８
月　

日
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平

１５

和
を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。
毎
年
、
日

本
武
道
館
で
は
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式

が
行
わ
れ
、
当
日
の
正
午
に
は
、
先
の

大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を

追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
１
分

間
の
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
６
日
に
は
広
島
市
で
、

８
月
９
日
に
は
長
崎
市
で
、
原
爆
死
没

者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
の
恒
久
平
和
の

実
現
を
祈
念
す
る
た
め
式
典
が
行
わ

れ
、
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
８
月

６
日
午
前
８
時　

分
と
、
長
崎
に
原
爆

１５

が
投
下
さ
れ
た
８
月
９
日
午
前　

時
２

１１

分
に
、
平
和
の
鐘
を
合
図
と
し
て
１
分

間
の
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
や
職
場
な
ど
で
、
黙
と
う
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
〈
総
務
課
〉

被
爆
体
験
者
の
話
と

原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展
示

非
核
平
和
事
業

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

世
界
恒
久
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

小
平
市
非
核
平
和
都
市
宣
言

避
難
生
活
体
験
訓
練
参
加
者
を
募

避
難
生
活
体
験
訓
練 
参
加
者
を
募
集集

総
合
防
災
訓

総
合
防
災
訓
練練

昨年の戦没者追悼式の様子

もうひとつもうひとつのの
ワールドカッワールドカッププ
市からサッカー日本代表選市からサッカー日本代表選出出


